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1. はじめに
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充填回収業者

充填については、回収と同様に都道府県知事に

登録を行った専門性を有する

『第 一 種フロン類充填回収業者（「充填回収業者」）』

が行うことになります。

登録名称が変更されます

第，m輔フ悶�濃霧場踊駿患者

一一の登録を受一騎業と同た場合一1…り｜
1年以下の懲役若しくは50万円以下の罰金に処されます。 ｜ 
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充填回収業者への登録
第 一種フロン類充填回収業者の登録基準は、現行規則における
第 一種フ口ン類回収業者に関する規定事項から変更されません。

第 一 種フロン類回収業者（現時点での登録業者）

充填を行わない回収業者 充填も行っている 充填のみ行っている者
回収業者 （自社充填など）

第 一 種特定製剖に充填を行っている者

－経過措置（施行後6ヶ月）
自動移行 L 1・都道府県への登録

第一 種フロン類充填回収業者（登録業者）
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充填に関する基準
不適切な充填による漏えいの防止、整備不良の

機器を放置したまま繰り返し充填されることによる

漏えいの防止、異種冷媒の混入防止等の観点から、

フロンを充填する際に遵守しなければならない

「充填に関する基準」が定められました。

フ口ンの充填コフロンの漏えい（ R 山g)
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定期点検と点検・整備記録簿

業務用冷凍空調機器（「機器」）の「管理者」（ユーザー）は、専門
性を有する者により機器を定期的に点検し、点検の内容を記録、
保存することが求められることになりました。

充填回収業者は機器の点検などを行うことも多いことから、管理
者から機器の定期点検を委託される可能性があります。定期点
検は「十分な知見を有する者」が行うこととされており、一定の要
件を満たす方でないと定期点検を行うことができません。
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充填・回収証明書と漏えい量報告

機器の整備時にフ口ンの充填・回収を行った場合

に、充填量及び回収量を記録し、管理者に対して
充填証明書、回収証明書を交付

する必要があります。

機器の管理者はこれらの証明書をもとに機器から

漏れ出たフ口ンの量を計算し国に報告することに
なります。（漏えい量報告）
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引渡義務と再生・破壊証明書

現在は引取証明書の交付でフ口ン回収の
行程管理を終了していますが、今後は再生

業者、破壊業者に引渡したフ口ンに関して、
再生証明書、破壊証明書の交付を受け、
管理者及び廃棄等実施者に証明書を回付
する必要があります。

4雪量 一般財団法人日本冷媒・環境保全機摘

充填回収業者に求められること
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2. 充填に関する基準

4雪量 一般財団法人日本冷媒 ・ 環境保全機構

繰り返し充填の禁止

点検や修理をしないまま充填を繰り返すこと
（繰り返し充填）は禁止されました。

管理者は点検を行い機器の異常が確認され、その原因が
フロンの漏えいにあることを整備者・充填回収業者から通
知された場合、速やかに漏えい箇所を特定し、修理する必
要があります。

充填の委託を受けた充填回収業者が修理をしないまま充
填を繰り返すこと（繰り返し充填）は禁止されました。
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充填の流れ
管理者・整備者より充填依頼を受ける

・漏えい確認
． 修理なし充填の履歴を確認

①冷媒漏えい状況の確認ト....・ H ・－－‘

・管理者が保存する点検・修
O漏えい箇所修理済 l 理・再充填の履歴を確認

7聖

②漏えい箇所の特定 a

修理に係る説明
・管理者・整備者に対して修理の必要性を説明
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③充填装置の準備 日 ・過去に修理を行うことなく充填した履歴を確認した場合は
漏えい箇所が特定され、修理がされるまで充填禁止

－充填する冷媒種の確認
－充填装置、充填回収機、マニホールドゲージ等の適切な接続

冷媒充填時の纏器接続

④充填開始

・過充填の防止

－運転確認 ・充填量の計量
・充填量等の確認及び管理者へ充填証明書の交付

型空ご目町
⑤充填完了
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充填に関する基準①

①事前確認事項

充填に先立ち、管理者が保存する機器の点検・整備記録簿を確認

すること、外観目視検査を行うことなどによって、以下のことについて

確認します。

・冷媒として充填されているフ口ンが漏れていないかの確認

・漏れていることを確認した場合は、漏えいの点検と漏えいを防止するために

必要な措置（以下「修理」）が実施されているかの確認

・漏えいを現に生じさせているか文は生じさせる恐れが高い故障文はその徴候

（以下「故障等J）についての確認

・故障等を確認した場合は、故障等に係る点検と修理が実施されているかの

確認
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に ー 一一－ -- 一一一一一 ー ー ー ー 円哩雪～ 今 一 一一一一一 一一 一一一三 一 一 一 一 一 一一一一一一二一一一 一 一



充填に関する基準②

②事前確認結果の通知
充填に先立ってどのような確認を行ったか、またその結果と以下の
内容について機器の管理者と整備者に通知します。
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。フロンが漏れていることを確認したが、その漏えいについて点検をしたか
確認できない場合は、漏れている箇所を特定するための点検と修理が
必要であること

．故障等を確認したが、故障等について点検をしたか確認できない
場合は、故障等の原因を特定するための点検が必要であること、
点検の結果により故障等が漏えいを生じさせていることが確認された
場合は修理が必要であること

．フロンの漏えいを確認し、さらに点検により漏れている箇所が特定された
が、修理をしたかは確認できない場合は、修理が必要であること

�詮 一般財団法人日本冷媒・環境保全機犠
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充填に関する基準③

③事前確認でフロンの漏えい又は機器の故障等を確認した時

・フ口ンの漏えいを確認した場合は、漏れている箇所が特定され、さらに
その箇所の修理により漏えいが生じなくなったことが確認できるまで、

・故障等を確認した場合は、
V点検を実施して、故障等がフ口ンの漏えいを生じさせていないことが

確認できるまで、
V点検を実施して、故障等がフロンの漏えいを生じさせている場合は、

漏えい箇所が特定され、修理により、その箇所からの漏えいが生じお
くなったことが確認で、きるまで、

やむを得ない場合を除いて、フロンの充填はできません。
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充填に関する基準④
④充填に当たっては、充填するものが法律に基づき機器に表示された冷媒

に適合していること又は当該冷媒よりも温暖化係数が低いもので当該製
品に使用して安全上支障がないものであることを当該製品の製造業者等
に確認することが、充填に関する基準で定められています。

※あらかじめ充填されている冷媒以外を充填する場合は機器メーカ ー に問題がないこと、管理者の確認が必

要です。

⑤充填時の漏えい防止、過充填その他不適切な充填により機器

の使用時に、フロンが大気中に放出されるおそれがないよう

必要な措置を講ずることが必要です。

⑥フロンとフ口ンの充填方法について、十分な知見を有する者

が、フロンの充填を自ら行うか、立ち会うことが必要です。

�き 一般財団法人日本冷媒・環境保全機構
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冷媒の入れ替えに関する注意

「環境省・経産省の指示により、 エアコンに使用されてい

るフ口ン類の入れ替えが必要だ。」として、現在お使いの
エアコンテ

、
ィショナーに充填されているフ口ン類の入れ

替えを勧誘する事例を環境省・経産省で公表しています。

ご注意ください。

htto://www.env.go.io/info/notice scam14071 O.html （環境省HP)
htto://www.meti.go.jp/policy/chemical management/ozone/kanki.html （経産省HP)
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十分な知見を有する者とは

機器の冷媒回路の構造や冷媒に関する知識に精通した者。

具体的には、冷媒フロン類取扱技術者（一般社団法人日本冷凍空調設備工業連合会、
一般財団法人日本冷媒・環境保全機構）や、以下のような一定の資格文は一定の実務
経験等を有し、かつ、機器の構造・運転方法・保守方法、冷媒の特性・取扱方法、関連
法規等に関する講習を受講した者などが考えられますが、具体的な要件等については
「運用の手引き」等において示される予定です。

高圧ガス製造保安責任者（冷凍機械）

冷凍空気調和機器施工技能士

－ 高圧ガス保安協会冷凍空調施設工事事業所の保安管理者

冷凍空調技士（日本冷凍空調学会）

自動車電気装置整備士（平成20年3月以降資格取得者、平成20年3月以前の

資格取得者でフ口ン回収に関する講習会を受講した者に限る

－ 高圧ガス製造保安責任者（冷凍機械以外）で、機器の製造又は管理に関する

業務に5年以上従事した者
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